
市　報 

さど 

人口世帯 ★平成１８年２月１日現在 ６８,４４０人 男３２,６５６人 女３５,７８４人 世帯数２５,３５９ 
  （前月比－６９） （前月比－２１） （前月比－４８） （前月比－３） 

主な内容 

確定申告はお早めに 2～3 

住宅用火災警報器等の 
　　設置が義務付けられます 4 

 

佐渡観光協会統合 9 

佐渡市学校教育基本構想 12～14

など 
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所
得
税
の
確
定
申
告
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に 

平
成
17
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、２
月
16
日（
木
）か
ら
３
月
15
日（
水
）ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
、長
時
間
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、で
き
る
だ
け
早
く
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
の
申
告
も
必
要
な
方
は
、所
得
税
と
一
緒
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
告
相
談
会
場
は
、
相
川
税
務
署
と
昨
年
の
会
場
で
あ
っ
た
市
役
所
佐
和
田
支
所
の
申
告
会
場

が
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡
２
階
会
場
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
相
川
税
務
署
と
佐
和
田
支
所

で
は
申
告
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
簡
単
な
内
容
の
所
得
税
の
申
告

相
談
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
相
談
は
、
佐
渡
市
役
所
本
庁
お
よ
び
各
支
所（
佐
和
田
支
所
を
除

く
）で
も
行
い
ま
す
。 

◆
正
し
い
申
告
を
！ 

　
所
得
税
は
、自
分
の
所
得
の
状
況
を
最
も
よ

く
知
っ
て
い
る
皆
さ
ん
自
身
が
、税
法
に
従
っ

て
自
分
の
所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、期

限
内
に
申
告
、納
税
す
る
と
い
う「
申
告
納
税
制

度
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申

告
し
な
か
っ
た
り
、誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
す

る
と
、後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な

く
、不
足
税
額
の
15
％
ま
た
は
10
％
の
加
算
税

が
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、さ
ら
に
延
滞
税
も

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
は
期
限
を
守
っ
て
正
し
く
申
告
・
納

税
し
ま
し
ょ
う
。

◆
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば 

　
　
　
　
　
　
　
な
ら
な
い
場
合 

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
確
定
申
告
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

①
　
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動
産
収
入
の
あ

る
場
合
お
よ
び
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合

な
ど
で
、
平
成
17
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額

か
ら
所
得
控
除
等
の
合
計
額
を
差
し
引
き
、
そ

の
金
額
を
元
に
算
出
し
た
税
額
が
配
当
控
除

額
と
定
率
減
税
額
と
の
合
計
額
を
超
え
る
と

き 

②
　
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０

万
円
を
超
え
る
と
き
や
、
給
与
所
得
や
退
職

所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円

を
超
え
る
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど 

 

★白色申告の人は、収支内訳書の添付を 
　事業所得や不動産所得、山林所得のある人で、確定申告書を提出する人は、平成１７年中の総
収入金額や必要経費の内容を記載した「収支内訳書」を添付しなければなりません。 
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相川税務署と佐和田支所の 
確定申告の相談会場は アミューズメント佐渡の２階　 
■開設期間　　　２月１６日（木）～３月１５日（水）※土日は開設しません。 
■相談受付時間　午前９時～午後４時 
※混雑の状況により受付時間内でも受付を終了する場合がありますので、ご了承ください。 
※正午～午後１時は昼休み時間です。ご理解とご協力をお願いします。 
 

で
す 

 

主な業務内容 申告相談会場 税務署 主な業務内容 申告相談会場 税務署 
所得税の申告相談 ●   作成済み申告書の受付 ● ● 

個人事業者の消費税の申告相談 ●   納税と納付の相談  ● 

贈与税の申告相談 ●   納税証明書の発行  ● 

申告用紙の配布 ● ● 電話による照会と相談  ● 

 

 

◆
申
告
書
の
記
入
に
当
た
っ
て 

申
告
書
を
自
分
で
書
く
と
き
は
、「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引

き
」な
ど
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手

引
き
」に
示
さ
れ
て
い
る
記
載
例
に
基
づ
い
て
記
入
し
て
い
く
と
、

所
得
や
税
額
の
計
算
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、ご
自
分
で
記
入
し
て
お
早
め
に
郵
送
な
ど
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
申
告
書
の
作
成
は
便
利
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

　
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
パ
ソ
コ
ン
で
所
得
税
や
消
費
税

の
確
定
申
告
書
・
青
色
決
算
書
・
収
支
内
訳
書
が
作
成
で
き
る「
所

得
税
の
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
提
供
し
て
し
ま
す
。

同
コ
ー
ナ
ー
で
は
、入
力
画
面
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
必
要
項

目
を
入
力
し
、カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
で
印
刷
す
る
と
簡
単
に
申
告
書

が
作
成
で
き
ま
す
。

　
作
成
し
た
申
告
書
は
添
付
書
類
と
と
も
に
そ
の
ま
ま
郵
送
な
ど

で
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.n

ta.g
o

.jp

 

◆
納
税
は
期
限
内
に
、便
利
な
振
替
納
税
の
ご
利
用
を 

平
成
17
年
分
の
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期
限
は
、申
告

期
限
と
同
じ
３
月
15
日（
水
）で
す
。期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。な
お
、納
付
書
が
必
要
な
方
は
、税
務
署
、佐
渡
市
役
所（
本
庁

お
よ
び
各
支
所
）の
相
談
会
場
、ま
た
は
金
融
機
関
窓
口
で
お
求
め

く
だ
さ
い
。

ま
た
、所
得
税
の
納
税
方
法
と
し
て「
振
替
納
税
制
度
」が
あ
り

ま
す
。金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
替
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
納
税
す
る
も
の
で
、納
税
の
た
め
の
手
数
が
省
け
、う
っ

か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
大
変
便
利
で
す
。

振
替
納
税
を
既
に
利
用
し
て
い
る
人
は
、指
定
さ
れ
た
預
貯
金

口
座
の
残
高
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

振
替
納
税
の
手
続
き
を
希
望
す
る
方
は
、「
預
貯
金
口
座
振
替
依

頼
書
」の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、税
務
署
、佐
渡
市
役
所

（
本
庁
お
よ
び
各
支
所
）の
住
民
税
担
当
係
、ま
た
は
金
融
機
関
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
相
川
税
務
署
q
74
―
３
２
７
６



《
壁
に
取
り
付
け
る
場
合
》 

○壁やはりから警報器の中心まで６０㎝以上
離して取付け。（台所等に熱式警報器を設
置する場合は４０㎝以上） 

○エアコンや換気扇の吹き出し口
から警報器の中心まで1.5m以上
離して取付け。 

○天井から１５～５０ｃｍ以内
に警報器の中心がくるよ
うに取付け。 

設置可能範囲 

【居間】 

【台所】 【玄関】 【寝室】 【風呂】 

【階段】 【寝室】 
※煙式 ※煙式 

※煙式 

階段 
寝室がある階の  
階段に設置 

寝室 
普段寝ている  
部屋に設置 

！ 火災警報器の主な種類 

！ 設置時期  
 

！ 警報器の取り付け方 

天井取付式(煙式) 壁取付式(煙式)

台所等に設置す
る熱式の警報器
もあります 

※義務のある設置場所は、「寝室」・「階段」及び一部の「廊下」（一の階に寝室
がなく7㎡(4畳半)以上の居室が5以上ある場合）ですが、設置義務のない台所
や火気使用室等にも住宅における火災予防を推進するため、住宅用火災警
報器等を設置するよう努めてください。 

（１）新築住宅（平成18年６月１日以降に建築）は、新築時に設置されていること。  
（２）既存住宅（平成18年6月1日に既にある住宅）は、平成23年5月31日までに設置する。 

4

《
天
井
に
取
り
付
け
る
場
合
》 

60㎝以上 

60㎝以上 

はり 
1.5㍍以上 

15㌢以上 

50㌢以下 

保
存
版 

№1

ご家庭に平成１８年６月１日から 

住宅用火災警報器等の設置が 
義務付けられます！ 《2月、3月号で連載します》 

　住宅火災による犠牲者を減らすため、 今まで自己責任の分野であった個人住宅にも消防法適

用対象とし、全国一律に全ての個人住宅に住宅用火災警報器等の設置が義務付けられます。 ピーピー  
火事です！ 

No

No

No

皆さんの大切な生命を火災から守るため 



！ 悪質な訪問販売の被害を防ぐには 

「住宅用火災警報器の悪質訪問販売」に  
注意してくれっちゃー！ 

「住宅用火災警報器の悪質訪問販売」に  
注意してくれっちゃー！ 

・消防署に依頼されて来ました！ 
・今すぐ、取り付けなければなりません。 

・消防署や市役所の職員が販売したり、販売を依頼する ことはありません。 
・取付時期について、平成１８年６月１日以降に新築するときは新築時に、
平成１８年６月１日に既に建っている住宅は、平成２３年５月３１日までに取
付けます。 

・消火器と警報器を一緒に設置しなければならない。 
・すべての部屋に取り付けなければならない。 
・資格がないと取り付けられない。 

・一般住宅には、消火器の設置義務はありません。 
・取り付けなければならない部屋は、①寝室、②寝室のある階
の階段、③一部の廊下等で、すべての部屋ではありません。  
・配線工事を必要としない警報器の取り付けは、一般の方でも
取り付けることができます。 

・今なら、とても安くします。１個３万円のところ２万円です！ 
 ご近所の家も、ほとんど取り付けました。 
・取り付けてある警報器は点検が必要です。 
 今なら格安で点検します。 

・警報器の値段は、機能によっていろいろありますが、５，０００円～１０，０００
円前後です。  
・法律で点検の義務はありません。点検はひもを引いたり、ボタンを押した
りして誰でもできます。点検業者に依頼する必要はありません。 

その場ですぐ契約するのではなく、契約書をよく読み、不用意にサインしない。 
（特に高齢者の方が狙われやすいので、ご家族、親戚等でよく話し合ってください。） 

あやしいと思ったら勇気をもって、きっぱりと断りましょう。  
（「結構です」でなく「いりません」、「必要ありません」など。） 

相手が脅迫的な言葉や行動にでたら、すぐ警察へ通報しましょう。 

訪問販売では、「クーリングオフ制度」が認められております。契約後8日以内であれば、書面で契約を解除でき
ます。契約書、領収証等を確実に保存し、早急に下記消費生活センターへご相談ください。なお、3,000円未満の
現金取引は、クーリングオフはできません。 

悪質訪問販売に遭遇した場合は、次の消費生活センター等に相談してください。               
○佐渡市消費生活センター q５７－８１４３     ○新潟県消費生活センター q０２５－２８５－４１９６ 

問い合せ：佐渡市消防本部予防課q５２－３９４１又は最寄の各消防署予防係 
【各種グループや集落単位等で説明会等のご希望がありましたら、最寄の消防署へお気軽にご連絡ください。】 

悪質な訪問には注意！！ 

契約書 

契約書 

契約書 

消防職員 

消防職員 

消防職員 

5

住宅用火災警報器の設置義務化により、消火器と同様に不適正な価格（高額な価格）で販売をしたり、点検をする者が訪

問するおそれがありますので、ご注意ください！ 

NoNo

NoNo

NoNo
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市
報
１
月
号
に
お
い
て
市
の
組
織
機
構
の
見

直
し
に
よ
り
、
18
年
度
か
ら
の
部
制
導
入
に
つ

い
て
ご
案
内
し
ま
し
た
。 

２
月
号
で
は
部
を
構
成
す
る
課
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

   
 

●  

議
会
事
務
局 

 

●  

総
　
務
　
部（
４
課
） 

総
務
課
、
秘
書
課
、
防
災
管
財
課
、
行
政

改
革
課 

 

●  

企
画
財
政
部（
４
課
） 

財
政
課
、
工
事
管
理
課
、
企
画
振
興
課
、

情
報
政
策
課 

 

●  

市
民
環
境
部（
４
課
） 

市
民
課
、
税
務
課
、
環
境
課
、
廃
棄
物
対

策
課 

 

●  

福
祉
保
健
部（
３
課
） 

社
会
福
祉
課
、
高
齢
福
祉
課
、
保
健
医
療

課 
 

●  

産
業
観
光
部（
５
課
） 

農
業
振
興
課
、
農
地
林
政
課
、
水
産
課
、

観
光
課
、
商
工
課 

 

●  

建
　
設
　
部（
３
課
） 

建
設
課
、
水
道
課
、
下
水
道
課 

 

●  

教
育
委
員
会（
４
課
） 

学
校
教
育
課
、
生
涯
学
習
課
、
社
会
体

育
課
、
文
化
振
興
課 

 

●  

会
計
課 

  ●  

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

 

●  

監
査
委
員
事
務
局 

 

●  

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
事
務
局 

 

●  

農
業
委
員
会
事
務
局 

 

●  

両
津
支
所（
６
課
） 

庶
務
課
、
市
民
課
、
福
祉
保
健
課
、
産
業

振
興
課
、
建
設
課
、
水
道
課 

 

●  

相
川
支
所
・
佐
和
田
支
所（
５
課
） 

庶
務
課
、
市
民
課
、
福
祉
保
健
課
、
産
業

振
興
課
、
建
設
水
道
課 

 

●  

新
穂
支
所
・
畑
野
支
所
・
真
野
支
所
・
小
木   

　支
所
・
羽
茂
支
所
・
赤
泊
支
所（
４
課
） 

庶
務
課
、
市
民
課
、
産
業
振
興
課
、
建
設

水
道
課 

組
織
機
構
の
見
直
し
は
、
市
長
部
局
に
お
い

て
、
本
庁
が
現
行
の
12
課
を
６
部
24
課
と
し
、

支
所
で
は
両
津
支
所
が
８
課
を
６
課
、
相
川
、

佐
和
田
支
所
が
８
課
を
５
課
、
新
穂
、
畑
野
、

真
野
、
小
木
、
羽
茂
、
赤
泊
支
所
が
５
課
を
４

課
に
見
直
す
も
の
で
す
。 

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
本
庁
が
現
行
の
２

課
を
４
課
と
し
、
相
川
と
佐
和
田
の
事
務
所
に

設
置
し
て
い
た
課
は
、
ほ
か
の
事
務
所
と
同
様

に
係
だ
け
を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

今
後
、
組
織
機
能
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

今
後
提
出
さ
れ
る
佐
渡
市
行
政
改
革
推
進
委

員
会
の
最
終
答
申
を
基
に
、
明
確
な
改
革
ビ
ジ

ョ
ン
を
示
し
、
市
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。（
３

月
号
に
続
く
） 

組
織
機
構
の
見
直
し 

「
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
新
し
い
佐
渡
市
の
形
成
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
渡
市
行
政
改
革
の
取
り
組
み 

 

その２ 

課題 
・補助金の見直しはゼロベースを基本に、補助金の必要性や費用対効果、統合・調整等を検討する必要がある。 
・見直しは専属の検討委員会を立ち上げ、審議を行う方法が合理的かつ効果的である。その際、住民の視点から考え
ることが最も重要であり、構成は民間委員を含めることが望ましい。 

視点 
・「団体運営費に対する補助金」で、各地区により補助の仕方に格差があり、統一的な基準に基づく補助のあり方
が必要である。加えて、同種の団体に対する補助金を一本化できないか検討すべきである。 
・「国庫補助に関連した補助金」で、市のかさ上げ補助部分があるものについては、その必要性を検証する。 
・「市独自の政策的な補助金」は費用対効果や他補助金との整合性等を分析し、メリハリのある補助金の選択が必
要である。 
・「イベント的な事業に対する補助金」は、同種の補助金の統合メニュー化を図る必要がある。 
・補助金総額についても、経常的な一般財源を表す標準財政規模に対する上限割合を定めて運用する方法を採
用するなど更なる検討が必要である。 

交付基準の設定 
・原則３年の終期を設定し、終期において評価を実施すること。 
・より効果の高い補助金に高めていくことから、数値目標を設定し、評価に関連付けること。 
・民間の自立や自主性を有効に機能させることから、補助率は原則２分の１以下とすること。 
・少額の補助金は自ら調達することも可能であると考えられることから、補助額は原則５万円以上とすること。 
 

佐渡市行政改革推進委員会　第２回中間答申（抜粋） 
「財政運営の健全化について（補助金及び負担金の見直し）」 
 

※佐渡市行政改革推進委員会の中間答申や審議内容は、佐渡市ホームページでもご覧いただけます。その他閲覧方法については佐渡市役所
総務課行政改革推進室℡代表（63）3111までお問い合わせください。
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真
野
体
育
館･････････

２
月
１０
日（
金
）か
ら
一
部
開
館 

 

左
記
の
施
設
で
は
、
天
井
部
分
に
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
ん
だ
吹
付
け
材

を
使
用
し
て
い
る
疑
い
が
あ
り
、
安
全
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
た
び
、
専
門
調
査
機
関
に
よ
る
検
査
が
終
わ
り
、
そ
の
結
果
、
ア

ス
ベ
ス
ト
を
含
む
材
料
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

が
、
吹
付
け
材
の
状
態
が
安
定
し
て
お
り
、
空
気
中
へ
の
飛
散
の
恐
れ
が

少
な
い
た
め
、
開
館
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

な
お
、
よ
り
安
全
に
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛

散
し
な
い
よ
う
一
部
囲
い
込
み
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

施
設
・
開
館
日

  

〜
使
用
禁
止
の
お
知
ら
せ
〜

両
津
地
区
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
２
月
１
日
か
ら
開
館
の
予
定
で
し
た

が
、
飛
散
防
止
の
囲
い
込
み
措
置
を
進
め
る
中
で
、
誤
っ
て
ア
ス
ベ
ス
ト

を
含
む
吹
付
け
材
を
一
部
除
去
す
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。 

こ
の
事
故
に
と
も
な
い
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
空
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る
か

確
認
す
る
た
め
、
１
月
31
日（
火
）に
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
し
て

２
月
１
日（
水
）か
ら
の
開
館
に
つ
い
て
は
延
期
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
検
査

結
果
を
受
け
、
関
係
機
関
と
十
分
な
協
議
を
行
い
、
安
全
性
を
確
保
し

た
上
で
開
館
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
た
い
へ
ん
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
両
津
文
化
会
館
は
、
検
査
の
結
果
、
空
気
中
に
飛
散
の
恐
れ
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
使
用
禁
止
を
続
け
ま
す
。
18
年
度
に
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
工
事
を
行
っ
た
う
え
で
開
館
で
き
る
よ
う
に
準
備
中
で
す
。 

〜
施
設
開
館
の
お
知
ら
せ
〜 

 ※
体
育
室
を
除
く
事
務
室
・
会
議
室
等
を
開
館
。
平
成
18
年
度
の
ア
ス
ベ 

　
ス
ト
除
去
工
事
実
施
後
に
全
館
開
館
で
き
る
よ
う
に
準
備
中
。 

 

 

日
本
刀
の
寄
贈 

１
月
16
日（
月
）、
勝
原

文
夫
様
・
ヨ
シ
エ
様
ご
夫
妻

（
秋
津
）か
ら
佐
渡
市
合
併

を
記
念
し
て
、
日
本
刀
の

寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
の
日
本
刀
は
、
刀
匠
の

新
保
基
平
様（
梅
津
）が
制

作
さ
れ
た
も
の
で
、
銘
に「
奉

納
　
佐
渡
市
誕
生
記
念
」

と
入
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
刀
は
、

両
津
郷
土
博

物
館
に
展
示

し
て
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。 

  

　
　
　  

「
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
に
む
け
て 

―
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
可
能
性
を
探
る
―

１
月
14
日（
土
）、
ト
キ
交
流
会
館
で「
第
３
回
佐
渡
市

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
自
然
の
力
を
利
用
し
た
り
、
今

ま
で
使
わ
れ
ず
に
捨
て
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
使

っ
た
り
す
る
な
ど
、
地
球
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と

で
す
。
身
近
な
も
の
と
し
て
は
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
を

利
用
し
た
発
電
が
そ
う
で
す
。 

市
で
は
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
今
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
節
約
し
な
が
ら
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
そ
う
と
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

今
回
の
委
員
会
は
、
多
く
の
市
民
に
も
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
公
開
で
開
か
れ
、
関
心
が
あ

る
市
民
が
足
を
運
び
委
員
た
ち
の
審
議
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。 

ま
た
、
翌
15
日（
日
）に
は
市
民
の
声
を
策
定
中
の
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
反
映
さ
せ
て
い
こ
う
と
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
開
か
れ
、「
佐
渡
で
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
進
め

方
」に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、「
一
般
家
庭
に
普
及
し
や
す
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
か
ら
始
め
た
方
が
い
い
。
」、「
海
に
囲
ま
れ
た
佐
渡

の
特
性
を
生
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
は
で
き
な
い
か
。
」、

「
市
民
が
日
常
の
中
で
目
に
見
え
る
場
所
を
作
っ
て
、
普
及
・

啓
発
・
参
加
で
き
る
環
境

が
必
要
。
」な
ど
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
委
員
会
で
は
今
年

度
末
の
発
表
に
む
け
て
報

告
書
を
ま
と
め
る
と
同
時

に
、
今
後
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
し

て
い
ま
す
。 
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3月10日は佐渡の日 3月10日は佐渡の日 

こ ち ら は 消 費 者 協 会 で す  

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉 

新
潟
県
消
費
者
協
会
畑
野
支
部 

　
新
潟
県
消
費
者
協
会
は
設
立
か
ら
数
え

て
38
年
に
な
り
ま
す
。
畑
野
支
部
は
昭
和
53

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
の
役
員
名
簿

に
は
男
性
の
名
前
も
あ
り
、
す
で
に
故
人
に

な
ら
れ
た
方
も
い
て
歴
史
を
感
じ
ま
す
。
そ

の
活
動
内
容
を
見
る
と
昭
和
63
年
ご
ろ
に
は
、

生
活
技
術（
知
恵
）を
中
心
と
し
た
取
り
組

み
で
し
た
が
、
近
年
は
、
食
の
安
全
を
脅
か

す
生
産
物
、
振
込
め
詐
欺
な
ど
の
身
辺
の
問

題
、
環
境
汚
染
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
そ

の
内
容
も
時
代
と
共
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
の
様
々
な
方
策
に
向
け
て
、
私

た
ち
は
講
演
や
視
察
、
研
修
会
等
を
通
じ
て

地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

現
在
の
畑
野
支
部
の
会
員
は
39
名
で
活
動

は
廃
油
石
け
ん
作
り
、
佐
渡
を
美
し
く
す
る

会
の
美
化
運
動（
空
き
缶
拾
い
）、
古
紙
回
収

の
点
検
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
県
主
催
の
ご

み
半
減
運
動「
マ
イ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

は
、
毎
年
Ａ

コ
ー
プ
畑
野

店
前
で
実
施
し
、

１
枚
２
円
の

レ
ジ
袋
を
ご

み
と
し
て
焼

く
こ
と
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン

発
生
や
、
地

球
温
暖
化
の

原
因
と
な
る

Ｃｏ２
問
題
を
訴

え
て
い
ま
す
。

最
近
で
は

男
性
で
も
マ

イ
バ
ッ
ク
持

参
で
買
物

を
す
る
方
も
い
て
、
市
民
の
理
解
が
少
し
ず

つ
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
う
れ
し
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。 

　
昨
年
は
古
着
を
※

と
ん
ち
ん
に
リ
フ
ォ
ー

ム
す
る
取
り
組
み
も
し
ま
し
た
。
今
年
は
使

わ
な
く
な
っ
た
ネ
ク
タ
イ
か
ら
ポ
シ
ェ
ッ
ト

を
作
り
、
意
外
な
再
利
用
法
と
し
て
大
変
喜

ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
畑
野
地
区
で
行
わ
れ

る
安
寿
天
神
ま
つ
り
や
畑
野
特
産
・
健
康
ま

つ
り
等
に
出
店
し
、
廃
油
石
け
ん
や
リ
サ
イ

ク
ル
品
を
販
売
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら

し
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
し
、
ま
た
島
内
外

で
の
視
察
研
修
を
通
じ
て
会
員
の
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。 

　
物
に
あ
ふ
れ
何
不
自
由
な
い
生
活
、
簡
単

に
使
い
捨
て
る
現
代
、
私
た
ち
は「
も
っ
た
い

な
い
」と
い
う
言
葉
を
忘
れ
て
は
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。
豊
か
さ
を
消
費
量
で
測
る「
モ
ノ

の
豊
か
さ
」か
ら
、
満
足
度
で
測
る「
こ
こ
ろ

の
豊
か
さ
」に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
、
環

境
を
守
る
こ
と
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ

と
も
大
切
な
活
動
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
消
費
者
協
会
に
ご
賛
同

く
だ
さ
る
方
の
ご
加
入
を
心
か
ら
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

※「
と
ん
ち
ん
」は
、
地
区
に
よ
り「
ど
ん
ち
ん
」と
も
言
う
。 

  

山
本
平
一
さ
ん
全
国
表
彰
を
受
賞 

 
精
神
障
害
者
家
族
会『
相
川
岩
百
合
会
』の

会
長
で
あ
る
山
本
平
一
さ
ん（
79
歳
　
戸
地
）

は
、
財
団
法
人
全
国
精
神
障
害
者
家
族
会
連

合
会
か
ら
、
平
成
17
年
11
月
10
日
に
行
わ
れ

た
平
成
17
年
度
第
38
回
全
国
精
神
障
害
者
家

族
会
千
葉
大
会
に
お
い
て
、
会
の
活
動
と
障
害

者
の
社
会
復
帰
促
進
に
尽
力
が
あ
っ
た
と
し

て
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
山
本
平
一
さ
ん

は
平
成
元
年
か
ら
現
在
ま
で
16
年
間
に
わ
た

り
、
家
族
会
を
支
え
、
平
成
６
年
か
ら
は
会
長

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
佐
渡
地

域
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
会
長
、
社
会
福

祉
法
人
と
き
福
祉
会
理
事
長
と
し
て
も
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
街
づ

く
り
に
ご
協
力
を 

本
年
度
、
佐
渡
市
と
佐
渡
地
区
保
護
司
会

は
、「
地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る
少
年
非
行
防

止
と
更
生
保
護
」を
重
点
目
標
に
、
第
55
回„
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
“の「
ふ
れ
あ
い
と
対

話
が
築
く
明
る
い
社
会
づ
く
り
」街
頭
パ
レ
ー

ド
や
広
報
・
啓
発
に
努
め
て
き
ま
し
た
。 

各
地
区
に
お
い
て
は「
愛
の
協
力
運
動
」会

員
お
よ
び
会
費
募
集
と
い
う
形
で
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び

会
費
の
額
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

市
内
１
万
９
２
５
７
世
帯
か
ら
合
計
２
３
３

万
４
０
１
９
円
の
温
か
い
お
気
持
ち
を
い
た
だ

き
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
集
め
ら
れ
た「
愛
の
協
力
運
動
」会
費

は
更
生
保
護
法
人
新
潟
県
保
護
観
察
協
会
に

送
金
さ
れ
、
広
く
犯
罪
や
非
行
の
防
止
、
罪
を

犯
し
た
人
や
非
行
を
犯
し
た
少
年
の
更
正
を

支
え
、
更
生
保
護
に
よ
り
人
々
の
立
ち
直
り
を

支
え
る
運
動
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

会
費
の
一
部
は
佐
渡
地
区
に
お
け
る
保
護
司

会
活
動
の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
街

づ
く
り
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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▲観光協会統合協定調印式

3月10日は佐渡の日 3月10日は佐渡の日 3月10日は佐渡の日 
ご宿泊が 

１泊朝食付き 
 
3,100円〈税込3,255円〉 

夕食付きは 
プラス 3,100円〈税込3,255円〉 

島内参加観光旅館・ホテルにお申し込みください。 
宿泊日　３月９日（木）～１２日（日） 
申し込み期限　宿泊日の５日前までにお申し込みください。 
 

ほかにも ○観覧料が310円　○おみやげ品が1割引　○定期観光バスが3,100円 
○路線バスが2日間2,000円　○観光タクシーが3,100円　○レンタカーが3割引 
 

問い合わせ先　佐渡観光協会　q６３‐５２３０ 
 
 

サン・イチ・マルで大サービス！ 

４
月
１
日
か
ら
 

統
合
佐
渡
観
光
協
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
 

 これ
ま
で
、
両
津
、
相
川
、
佐
和
田
、
金
井
、
新
穂
、
畑
野
、
真

野
、
小
木
、
羽
茂
、
赤
泊
の
10
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
協
会
と
佐

渡
観
光
協
会
が
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら
、
各
地

区
の
観
光
協
会
が
佐
渡
観
光
協
会
に
統
合
さ
れ
、
よ
そ
お
い
も
新

た
に
佐
渡
観
光
協
会
が
発
足
し
ま
す
。
各
地
区
の
観
光
協
会
は
、

小
木
・
羽
茂
・
赤
泊
が
統
合
し
て
南
佐
渡
支
部
と
な
る
ほ
か
、
そ
れ

ぞ
れ
両
津
・
相
川
・

佐
和
田
・
金
井
・
新

穂
・
畑
野
・
真
野
支

部
と
し
て
活
動
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
１

年
後
を
目
標
に
、

佐
和
田
・
金
井
・
新

穂
・
畑
野
・
真
野
の

各
支
部
を
統
合
し

て
中
央
支
部
と
し
、

本
部
と
４
つ
の
支

部
と
い
う
体
制
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

佐
渡
観
光
協
会
の

事
務
局
が
、
市
役

所
本
庁
内
か
ら
佐

渡
汽
船
両
津
南
埠

頭
ビ
ル
内
に
移
り

ま
す
。 

赤
泊
観
光
協
会
 

羽
茂
観
光
協
会
 

小
木
観
光
協
会
 

真
野
観
光
協
会
 

畑
野
観
光
協
会
 

新
穂
観
光
協
会
 

金
井
観
光
協
会
 

佐
和
田
観
光
協
会
 

相
川
観
光
協
会
 

両
津
観
光
協
会
 

南
佐
渡
支
部
 

真

野

支

部

 

畑

野

支

部

 

新

穂

支

部

 

金

井

支

部

 

佐
和
田
支
部
 

相

川

支

部

 

両

津

支

部

 

南
佐
渡
支
部
 

中

央

支

部

 

相

川

支

部

 

両

津

支

部

 

現
行
 

4
月
1
日
以
降
 

１９
年
度
予
定
 

佐

渡

観

光

協

会

 

統合 

3月9日（木）～13日（月） 
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ごみの総排出量とリサイクル率の推移 

ごみ１ｔ当たりの処理費用 

排
出
量（
ｔ
） 

１
ｔ
当
た
り
の
処
理
費
用（
円
） 

リ
サ
イ
ク
ル
率
（%）
 

20,000

21,000

22,000

23,000

24,000

25,000

26,000

27,000

28,000

29,000

H16年度 H15年度 H14年度 H13年度 H12年度 H11年度 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H16年度 H15年度 H14年度 H13年度 H12年度 H11年度 

7.5

8.0

8.5

9.0

9.5

10.0

10.5

ゴミの排出量 リサイクル率 

ごみの減量に取り組もう！！ ごみの減量に取り組もう！！ 
『身近にできることから始めよう。』 

★第四回目の今回は会社などの事業所でできることを紹介します。
・コピー用紙は両面を使用するようにしましょう。 
　（事業所では、書類などの紙類がかなり出ると思いますが、紙が無駄にならないように 
　 工夫してコピーしましょう。） 
・封筒は繰り返し、使用しましょう。 
　（使用済みの封筒は、のりをきれいにはがして裏返しにして元のように組み立てれば、また使うことができます。） 
・お茶やコーヒーを飲む時は、マイカップを使用しましょう。 
　（紙やプラスチック製の使い捨てカップを使用すると資源の無駄になります。） 
・文房具などの事務用品は最後まで使いきりましょう。 
　（最近では、ペンやのりなど、インクなどを詰め替えるだけで使えるものも販売されています。） 
・ハンカチを各自が持参しましょう。 
　（トイレなどでのペーパータオルの使用は控えましょう。） 
・古紙は古新聞、チラシ、雑誌、ダンボール等に分別して、古紙回収業者に引渡しましょう。 

佐
渡
市
の 

ご
み
の
状
況

ご
み
の
状
況 

ご
み
の
状
況

ご
み
の
状
況 

ご
み
の
状
況 

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す 

　
平
成
16
年
度
は
、
古
紙
回
収
に
よ
り
、
ご
み
の
総
量
が
ぐ
〜
ん
と
減
少
し
ま
し
た
。
生
ご
み
の
堆

肥
化
、
古
紙
の
分
別
、
ビ
ン
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

※
リ
サ
イ
ク
ル
率
と
は
、総
ご
み
量
に
対
す
る
資
源
ご
み 

　（
ビ
ン
、缶
・
ペ
ッ
ト
、古
紙
等
）の
割
合
で
す
。 

※
ご
み
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
税
金
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

平
成
１６
年
度
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
の
修
繕

費
用
が
増
加
し
ま
し
た
。 

市民の 

皆さんに 

外国製ポリ容器が漂着 
　佐渡の海岸に外国製ポリ容器が漂着したため、市では1月25日から
30日までに550個のポリ容器を回収しました。 
　中身が不明なポリ容器もあるため、今後海岸でポリ容器を発見した
ときは、最寄りの各支所または佐渡地域振興局環境センター（q74‐3428）
まで連絡をお願いします。 

発見したときは連絡を 

▲1月25日　回収されたポリ容器。

28,272

26,532

35,048
38,187

43,611
48,104 48,082

59,909

8.7
8.8

9.1 9.1

9.3

10.228,165 27,974 28,114

25,499
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ごみの減量に取り組もう！！ 
▲サドノウサギは、昭和１２年
に岸田久吉の研究により、佐
渡固有の亜種であることがわ
かりました。冬は全身の毛が
白くなります。（写真提供、矢
田政治前両津博物館長） 

ト
キ 

野
生
復
帰
に
向
け
て 

佐
渡
に
生
息
す
る
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物 

15 
 

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
と
は
、
日
本
の
絶

滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
の
個
々
の
種

の
生
息
状
況
等
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
環
境

省
で
は
平
成
３
年
に
動
物
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
は
、
野
生
生
物
の
生
息
状
況
や
生

息
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
定
期
的

な
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
間
に
国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）

で
は
、
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
新
し
い
評

価
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
採
択
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
変
化
を
踏
ま
え
て
、
環
境
省
で

は
平
成
７
年
か
ら
ほ
乳
類
、
鳥
類
、
は
虫
類

と
い
っ
た
分
類
群
ご
と
に
改
定
作
業
に
着
手

し
て
、
新
し
い
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
（
レ
ッ
ド
デ

ー
タ
ブ
ッ
ク
の
基
礎
と
な
る
日
本
の
絶
滅
の

お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
の
種
の
リ
ス
ト
）

を
公
表
し
て
、
順
次
、
改
訂
版
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。 

新
潟
県
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

新
潟
県
で
は
、
平
成
８
年
度
に
新
潟
県
野

生
生
物
保
護
対
策
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、

新
潟
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
作
成
に

向
け
て
の
調
査
を
は
じ
め
て
、
平
成
12
年
度

に
『
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
い
が
た
』
を

刊
行
し
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
は
、
新
潟
県

に
お
け
る
保
護
上
重
要
な
野
生
生
物
と
し
て

動
物
が
２
９
５
種
、
植
物
が
６
６
７
種
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

○
ほ
乳
類

・
サ
ド
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
（
モ
グ
ラ
目
ト
ガ
リ

ネ
ズ
ミ
科
）
環
境
省
（
準
絶
滅
危
惧
）
　

新
潟
県
（
準
絶
滅
危
惧
）

佐
渡
島
だ
け
に
生
息
す
る
固
有
種
で
あ
り
、

島
内
に
広
く
生
息
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
捕
獲
さ
れ
た
場
所
は
限
ら
れ
て

い
て
、
詳
し
い
分
布
や
生
態
に
つ
い
て
は
よ

く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
各
種
の
開
発
に
よ

る
生
息
環
境
の
悪
化
が
こ
の
種
の
生
息
を
脅

か
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

・
サ
ド
モ
グ
ラ
（
モ
グ
ラ
目
モ
グ
ラ
科
）
環

境
省
（
準
絶
滅
危
惧
）
　
新
潟
県
（
準
絶

滅
危
惧
）

佐
渡
島
だ
け
に
分
布
す
る
大
型
の
モ
グ
ラ

で
、
島
内
の
ほ
ぼ
全
域
に
生
息
し
て
い
て
個

体
数
も
多
く
、
水
田
や
畑
、
庭
な
ど
に
ト
ン

ネ
ル
を
掘
っ
て
、
ミ
ミ
ズ
を
え
さ
と
し
て
い

ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
あ
ぜ
の
漏
水
な
ど

農
業
被
害
に
よ
る
捕
獲
や
農
地
の
住
宅
地
へ

の
転
用
な
ど
が
生
息
を
脅
か
す
要
因
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

・
サ
ド
ノ
ウ
サ
ギ
（
ウ
サ
ギ
目
ウ
サ
ギ
科
）

新
潟
県
（
準
絶
滅
危
惧
）

　
佐
渡
島
に
だ
け
分
布
す
る
ノ
ウ
サ
ギ
の

固
有
亜
種
で
、
山
地
の
森
林
に
広
く
生
息
し

て
い
ま
す
。
造
林
木
へ
の
食
害
を
防
ぐ
た
め

に
ノ
ウ
サ
ギ
の
天
敵
と
し
て
導
入
さ
れ
た
テ

ン
が
増
加
し
て
、
個
体
数
が
著
し
く
減
少
し

て
い
ま
す
。 

    

　
環
境
保
健
課
ト
キ
推
進
室 

　
　
　
　
　
　
q
２２
―
３
１
１
１ 

 
ト
キ
の
野
生
復
帰
連
絡
協
議
会 

田
園
自
然
再
生
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
で
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞 

田
園
自
然
再
生
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
農

林
水
産
省
、
（
社
）
農
村
環
境
整
備
セ
ン
タ

ー
、
田
ん
ぼ
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
が
主

催
し
、
農
村
地
域
に
お
い
て
農
業
生
産
と
の

調
和
を
図
り
な
が
ら
、
自
然
環
境
保
全
・
再

生
活
動
を
行
っ
て
い
る
優
良
事
例
に
つ
い
て

表
彰
す
る
も
の
で
す
。 

本
年
度
は
、
全
国
か
ら
62
事
例
の
応
募
が

あ
り
、
ト
キ
の
野
生
復
帰
連
絡
協
議
会
（
高

野
毅
座
長
、
25
団
体
加
盟
）
が
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
表
彰
式
は
、
１
月

20
日
に
東
京
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青

少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
、
座

長
の
高
野
毅
さ
ん
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
キ
ど
き

応
援
団
理
事
長
の
計
良
武
彦
さ
ん
が
出
席
し

て
、
山
田
修
路
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
長

か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
翌
日
は
、

田
ん
ぼ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
て
、
ト
キ

の
野
生
復
帰
連
絡
協
議
会
の
活
動
状
況
を
報

告
し
ま
し
た
。 

ト
キ
の
え
さ
場
確
保
の
た
め
の
水
田
ビ
オ

ト
ー
プ
の
整
備
や
え
さ
生
物
生
息
マ
ッ
プ
の

作
成
、
環
境
保
全
型
農
業
の
普
及
、
ト
キ
米

の
販
路
拡
大
、

島
内
外
の
小

中
学
校
の
環

境
教
育
、
活

動
状
況
の
発

信
な
ど
の
ト

キ
野
生
復
帰

に
向
け
た
幅

広
い
活
動
が

高
く
評
価
さ

れ
た
も
の
で

す
。 

佐
渡
に
は
ト
キ
以
外
に
も
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
、 

保
護
し
な
け
れ
ば
絶
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る
希
少
な
野
生
生
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、ほ
乳
類
に
つ
い
て
主
な
種
類
と
そ
の
現
状
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

ご
み
の
状
況 

ご
み
の
状
況 
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■
　
総
　
論
 

 Ⅰ
　
学
校
教
育
の
展
望
 

 
１
　
学
校
教
育
の
現
状
 

佐
渡
は
、
か
つ
て
は「
教
育
の
島
」と
呼
ば
れ
、

有
為
な
人
材
を
数
多
く
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
過
疎
化
が
進
み
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
、
佐
渡
を
担
う
人
材
の
育

成
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

佐
渡
に
お
い
て
も
学
力
問
題
、
い
じ
め
・
不
登

校
・
暴
力
行
為
、
規
範
意
識
の
低
下
に
よ
る
犯

罪
の
低
年
齢
化
、
生
活
習
慣
の
乱
れ
、
体
力
の

低
下
等
の
問
題
発
生
は
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
学

校
を
支
え
て
い

た
家
庭
や
地
域

の
教
育
力
が
低

下
す
る
と
と
も
に
、

相
互
の
信
頼
関

係
も
希
薄
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
現

状
を
踏
ま
え
、
佐
渡
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
へ
の
教
育
が
重
要
視
さ
れ
、
学
校
を
豊
か

な
学
び
の
場
と
し
て
い
く
た
め
に
期
待
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
教
育
に
か
か
わ

る
人
々
が
相
互
に
連
携
し
、
新
し
い
時
代
に
生

き
る
子
ど
も
一
人
一
人
の
成
長
を
励
ま
し
支
え

る
学
校
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
２
　
学
校
教
育
の
課
題
 

今
日
の
学
校
教
育
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

に
は
、
確
か
な
学
力
の
定
着
、
豊
か
な
社
会
性
・

人
間
性
の
醸
成
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の

体
力
の
向
上
が
あ
り
ま
す
。こ
の
知
育
、
徳
育
、

体
育
が
調
和
し
た
教
育
を
踏
ま
え
、
自
立
心

と
協
調
性
に
満
ち
た
生
涯
学
び
続
け
る
子
ど

も
の
育
成
が
必
要
で
す
。
 

そ
の
た
め
に
は
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
、
佐

渡
を
学
び
郷
土
を
愛
す
る
心
情
の
育
成
、
倫

理
観
・
規
範
意
識
の
確
立
、
生
活
習
慣
の
改
善

等
、
佐
渡
の
未
来
を
拓
く
人
づ
く
り
に
創
意
と

工
夫
を
凝
ら
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

 

３
　
学
校
教
育
の
方
向
 

島
の
豊
か
な
自
然
、
薫
り
高
い
文
化
に
満
ち

た
よ
さ
を
生
か
し
、
子
ど
も
が
自
信
と
意
欲

を
も
っ
て
学
び
、
夢
と
力
を
は
ぐ
く
む
魅
力
あ

る
学
校
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
 

そ
の
た
め
に
情
熱
と
使
命
感
を
も
っ
た
教

師
の
育
成
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
校
の
環
境

整
備
と
教
師
の
創
造
性
を
支
援
す
る
教
育
行

政
の
推
進
に
よ
り
、
保
護
者
や
地
域
の
理
解
と

協
力
に
支
え
ら
れ
た
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

 
 

Ⅱ
　
佐
渡
市
の
学
校
教
育
 

 
 

１
　
意
欲
を
も
ち
、確
か
な
学
力
を
付
け
る

教
育
 

全
国
標
準
学
力
検
査
等
に
よ
る
学
力
は
、

基
礎
学
力
の
徹
底
に
向
け
た
継
続
的
な
取
組

を
通
し
て
基
礎
・
基
本
の
定
着
が
図
ら
れ
、
年
々

向
上
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
意
欲

的
な
学
習
態
度
、
主
体
的
な
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
の
育
成
は
、
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
教
科
の
学

習
と
総
合
的
な

学
習
の
時
間
と

の
関
連
・
充
実
を

図
り
な
が
ら
、
自

ら
学
び
自
ら
考

え
る
力
と
し
て
の

「
生
き
る
力
」の

育
成
を
目
指
し
ま
す
。
 

 
２
　
郷
土
を
愛
し
、夢
と
誇
り
を
も
つ
教
育
 

ふ
る
さ
と
佐
渡
に
焦
点
を
当
て
た
教
育
実

践
が
着
実
に
積
み
重
ね
ら
れ
、
そ
の
成
果
は
、

保
護
者
や
地
域
に
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
人
々
と
の
交
流
が
深
ま
り
、
子
ど

も
の
学
び
に
対
す
る
人
的
支
援
は
充
実
し
て

き
ま
し
た
。
教
育
行
政
に
よ
る
支
援
体
制
も

総
合
学
習
支
援
事
業
等
を
通
し
て
継
続
に
努

め
ま
す
。
佐
渡
の
よ
さ
を
知
り
、
夢
と
誇
り
を

も
ち
続
け
ら
れ
る
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し

ま
す
。
 

 
３
　
生
き
が
い
を
見
付
け
、自
立
を
目
指
す

教
育
 

充
実
し
た
学
校
生
活
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と

の
意
味
を
見
出
し
、
自
己
の
生
き
が
い
を
見
付

け
出
せ
る
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
将
来
に
対
す
る
見
通
し
や
自
覚
を
も
ち

に
く
い
現
状
の
中
、
望
ま
し
い
職
業
観
や
勤
労

観
を
は
ぐ
く
み
、
主
体
的
に
進
路
を
選
択
し

て
い
く
能
力
や
態
度
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
 

佐
渡
市
学
校
教
育
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

基
本
構
想
策
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
佐
渡
市
学
校
教
育
基
本
構
想
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
11
人
の
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
協
議
検
討
し
て

い
た
だ
き
、
１
月
17
日
に
基
本
構
想
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
基
本
構
想
を
基
に
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
、
教
育
委
員
会
が

共
通
の
認
識
を
も
ち
、
連
携
し
て
そ
の
具
現
化
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



13

■
　
各
　
論
 

 Ⅰ
　
意
欲
を
も
ち
、確
か
な
 

　
　
　
学
力
を
付
け
る
教
育
の
充
実
 

◎
知
育
、徳
育
、体
育
が
調
和
し
た
教
育
の
一

層
の
充
実
を
目
指
し
、以
下
の
重
点
事
項

に
取
り
組
み
ま
す
。

 
１
　
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
も
ち
、学
力
の
向
上

を
図
る
教
育
の
推
進
 

○
基
礎
学
力
を
一
層
徹
底
し
、
基
礎
・
基
本
の

定
着
を
図
り
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め

に「
分
か
る
授
業
」に
向
け
た
授
業
改
善
を

進
め
ま
す
。
 

○
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
一
層
の
伸
長

を
図
る
た
め
の
指
導
を
工
夫
・
改
善
し
ま
す
。
 

○
一
人
一
人
に
応
じ
た
少
人
数
指
導
や
習
熟

度
別
指
導
を
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
複
式

指
導
の
充

実
を
図
り

ま
す
。
 

○
知
性
を
広

げ
る
読
書

を
奨
励
し
、

家
庭
に
お

け
る
学
習

習
慣
の
定

着
を
図
り

ま
す
。
 

 

２
　
か
か
わ
り
を
通
し
て
、豊
か
な
心
を
育

成
す
る
教
育
の
推
進
 

○
自
然
や
生
き
物
と
ふ
れ
あ
う
、
人
や
地
域

と
か
か
わ
る
な
ど
、
体
験
活
動
を
通
し
て

豊
か
な
心
の
育
成
を
図
り
ま
す
。
 

○
家
庭
や
地
域
と
一
体
に
な
っ
て
、
倫
理
観
や

規
範
意
識
を
は
ぐ
く
む
心
の
教
育
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
 

○
生
活
や
学
び
の
連
続
性
を
図
る
た
め
に
、

幼
稚
園（
保
育
園
）、
小
学
校
、
中
学
校
、
高

等
学
校
の
交
流
や
連
携
を
進
め
ま
す
。
 

 
３
　
体
力
の
向
上
を
図
り
、活
力
あ
る
生
活

を
送
る
教
育
の
推
進
 

○
体
力
の
実
態
に
基
づ
く
課
題
を
明
確
に
し
、

体
力
向
上
を
図
る
た
め
の
校
内
体
制
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
 

○
食
育
や
安
全
な
生
活
に
対
す
る
関
心
を
高

め
、
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
形
成
を
図
り
ま

す
。
 

  
Ⅱ
　
郷
土
を
愛
し
、 

　
　
夢
と
誇
り
を
も
つ
教
育
の
充
実
 

 
◎
佐
渡
固
有
の
自
然
、歴
史
、文
化
を
学
ぶ
教

育（
佐
渡
学
）の
一
層
の
充
実
を
目
指
し
、

以
下
の
重
点
事
項
に
取
り
組
み
ま
す
。

 
１
　
佐
渡
の
自
然
を
学
ぶ
教
育
の
推
進
 

○
課
題
を
も
っ
て
地
域
の
自
然
を
追
究
し
、
環

境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
自
ら
が
主
体
的

に
実
践
す
る
力
を
伸
ば
し
ま
す
。
 

○
ト
キ
の
野
生
放
鳥
化
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て
理
解
し
、
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
を

高
め
ま
す
。
 

 
２
　
佐
渡
の
歴
史
を
学
ぶ
教
育
の
推
進
 

○
課
題
を
も
っ
て
地
域
の
歴
史
を
追
究
し
、
学

ん
だ
成
果
を
島
内
外
に
発
信
す
る
力
を
伸

ば
し
ま
す
。
 

○
佐
渡
金
銀
山
が
培
っ
た
歴
史
や
産
業
に
つ

い
て
理
解
し
、
歴
史
的
遺
産
に
対
す
る
意

識
を
高
め
ま
す
。
 

 
３
　
佐
渡
の
文
化
を
学
ぶ
教
育
の
推
進
 

○
課
題
を
も
っ

て
地
域
の

文
化
を
追

究
し
、
受
け

継
ぎ
、
発
展

さ
せ
て
い
く

力
を
伸
ば

し
ま
す
。
 

○
佐
渡
に
伝

承
さ
れ
て
い

る
工
芸
・
芸

能
な
ど
に
関
す
る「
本
物
」と
の
出
会
い
を

通
し
て
豊
か
な
感
性
を
磨
き
ま
す
。
 

   

Ⅲ
　
生
き
が
い
を
見
付
け
、 

　
　
自
立
を
目
指
す
教
育
の
充
実
 

 
◎
佐
渡
の
将
来
を
担
う
人
材
育
成
に
向
け
た

教
育
の
一
層
の
充
実
を
目
指
し
、以
下
の

重
点
事
項
に
取
り
組
み
ま
す
。

 
１
　
望
ま
し
い
職
業
観
を
は
ぐ
く
む
教
育
の

推
進
 

○
起
業
意
識
や
地
域
の
産
業
を
担
う
人
材
育

成
の
視
点
に
立
っ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め

ま
す
。
 

○
自
己
の
個
性
を
理
解
し
、
将
来
の
生
き
方

や
進
路
の
選
択
を
踏
ま
え
た
自
己
決
定
能

力
を
伸
ば
し
ま
す
。
 

 
２
 
国
際
化
や
情
報
化
に
対
応
し
た
教
育
の

推
進
 

○
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）を
積
極
的
に

活
用
し
た
言
語
活
動
を
通
し
て
小
学
校
か

ら
中
学
校
へ
連
続
し
た
英
語
教
育
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
 
 
 

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
よ
る
適
切
な
情
報

活
用
能
力
の
育
成
と
情
報
モ
ラ
ル
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
 

 
３
 
社
会
に
貢
献
す
る
主
体
と
な
る
教
育
の

推
進
 

○
福
祉
な
ど
様
々
な
社
会
的
課
題
を
認
識
し
、

そ
の
解
決
に
向
か
っ
て
主
体
的
に
行
動
す
る

態
度
を
育
成
し
ま
す
。
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木 柴山みなみさん（新穂小1年） ごみ箱
竹 金子紅亜さん（両津小5年） ごみ箱
木 中川トシノさん くすりの家
竹 町畑めぐみさん 貯金箱

木 山岡智美さん（沢根小2年） ベンチ
菊池詩織さん（松ヶ崎小4年） 漢字パズル

竹 大塚菜摘さん（八幡小5年） ティッシュ箱
岩崎舞さん（相川中3年） 掲示板

木 森恵子さん テーブル
竹 半田城美子さん びょうぶ

　
佐
渡
市
学
校
教
育
基
本
構
想
は
、

　
　
佐
渡
市
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.city.sa

d
o.n

iig
a

ta
.jp

/

　sa
d
okyou

h
p
/

top
.h

tm

　
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
地
域
行
事

や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
へ

の
参
加
な
ど
、

互
い
に
支

え
合
う
社

会
生
活
の

場
を
実
感

で
き
る
機

会
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
 

 
 Ⅳ

　
学
校
教
育
の
基
盤
整
備
と
充
実
 

 
◎
学
校
教
育
を
支
え
る
基
盤
の
整
備
と
一
層

の
充
実
を
目
指
し
、以
下
の
重
点
事
項
に

取
り
組
み
ま
す
。

 
１
　
学
校
施
設
の
整
備
と
充
実
 

○
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
指
導
基
盤
の

整
備
と
充
実
に
努
め
ま
す
。
 
 
 

○
適
正
規
模
を
目
指
し
た
学
校
統
合
の
推
進

に
努
め
ま
す
。
 
 
 

○
教
育
効
果
を
高
め
る
施
設
・
設
備
の
充
実
と
、

安
心
・
安
全
な
学
校
環
境
の
整
備
に
努
め
ま

す
。
 

 
２
　
学
校
組
織
の
整
備
と
充
実
 

○
少
人
数
指
導
や
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

（
複
数
の
教
師
が
学
習
指
導
に
当
た
る
指
導

形
態
）な
ど
多
様
な
指
導
形
態
を
可
能
に

す
る
教
員
組
織
を
整
え
る
と
と
も
に
、
補

助
教
員
や
介
助
員
な
ど
の
適
正
配
置
に
努

め
ま
す
。
 

○
相
談
員
等
の
配
置
や
外
部
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
生
徒
指
導
上
の
課
題
に
対
応
で
き

る
支
援
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
 

 ３
　
学
校
教
職
員
の
資
質
向
上
 

○
教
師
の
資
質
や
指
導
力
を
高
め
る
研
修
体

制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
 

○
学
年
差
や
極
少
人
数
の
指
導
等
に
対
応
す

る
複
式
指
導
研
修
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
 

○
特
別
支
援
教
育
、
国
際
理
解
教
育
、
人
権

教
育
、
同
和
教
育
な
ど
の
今
日
的
課
題
に

対
応
し
た
研
修
内
容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
 

 ４
 
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
 

○
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
と
も
に
参
画
す
る
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
 
 
 

○
学
校
、
地
域
で
安
心
し
て
学
習
や
生
活
が

で
き
る
地
域
ぐ
る
み
の
安
全
体
制
の
整
備

に
努
め
ま
す
。
 

「
木
と
竹
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」 

　
　
　
　
　
　
最
終
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た 

 

木
や
竹
の
持
つ
良
さ
・
ぬ
く
も
り
を
広
め
よ
う
！ 

 

１
月
17
日（
火
）、「
木
と
竹
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」の
最
終
審
査

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、『
木
や
竹
を
利
用
し
た
製

品
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木
竹
材
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
考

え
て
も
ら
う
こ
と
』『
実
際
に
製
作
に
か
か
わ
っ
た
も
の
を
製
品
化
し
、

地
域
や
学
校
生
活
の
中
で
使
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
木
や
竹
が

持
つ
ぬ
く
も
り
な
ど
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
』を
目
的
と
し
て
、

地
域
や
学
校
で
使
え
る
木
や
竹
を
使
っ
た
製
品
の
デ
ザ
イ
ン
を
広
く

募
集
し
た
も
の
で
す
。 

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
、
今
年
は
昨
年
の
倍
近
い
３
７
７
通
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
製
品
化
が
困
難
な
作
品
を
除
き
、「
ア
イ
デ
ィ
ア
性
」「
実
用
性
」な
ど
の
６

項
目
の
審
査
基
準
に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
得
点
の
高
か
っ
た
も
の
を
小
・
中

学
生
部
門
12
点（
木
・
竹
各
６
点
）、一
般
部
門
10
点（
木
・
竹

各
５
点
）選
出
し
、
今
回
の
最
終
審
査
会
に
臨
み
ま
し
た
。
最

終
審
査
会
で
は
、
６
名
の
審
査
員
が
候
補
作
品
を
熱
心
に
採

点
し
ま
し
た
。
審
査
員
か
ら
は
、「
佐
渡
島
の
形
を
デ
ザ
イ
ン

に
取
り
込
ん
で
い
る
作
品
が
多
く
、（
製
品
化
さ
れ
た
ら
）佐

渡
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
の
で
は
」 

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

厳
正
な
る
審
査
結
果
の
結
果
は
下
表
の
と
お
り
で
す（
３

月
11
日（
土
）に
行
わ
れ
る
農
林

水
産
振
興
大
会
で
表
彰
式
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
）。
入
賞
し
た

デ
ザ
イ
ン
は
実
際
に
形
に
し
て
学

校
ま
た
は
個
人
に
寄
贈
し
、
最
優

秀
賞
の
デ
ザ
イ
ン
は
今
後
製
品

化
し
、
販
売
ま
で
考
え
て
い
ま
す
。 

担
当
／
佐
渡
地
域
振
興
局
　 

林
業
振
興
課（
q
７４
―
３
４
５
０
） 

  

最
優
秀
賞

優
秀
賞

小・中学校

一　般

小・中学校

一　般
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【
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
案
内
に
つ
い
て
！
】 

          

保
険
料
の
納
め
忘
れ
に
よ
り
、
老
齢
基
礎

年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
老
齢
基
礎
年
金
が
減
額

さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
次
の
よ
う
な
案

内
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 ①
電
話
に
よ
る
納
付
案
内 

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
や
国
が
委
託
し

た
業
者
が
、
平
日
だ
け
で
な
く
、
休
日
や
夜
間

に
も
電
話
に
よ
る
納
付
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
委
託
業
者
に
対
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
に
は
、
万
全
の
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。 

3
月
定
例
社
会
保
険
事
務
相
談
所
 

（
年
金
相
談
等
）
の
開
設
に
つ
い
て
 

佐
和
田
商
工
会
　
q
52
―
３
１
４
８ 

15
日
（
水
） 

受
付
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

両
津
商
工
会
　
　
q
27
―
５
１
２
８ 

16
日
（
木
） 

受
付
　
午
前
９
時
〜
１１
時 

小
木
町
商
工
会
　
q
86
―
２
２
１
６ 

16
日
（
木
） 

受
付
　
午
前
９
時
〜
10
時
30
分 

 

　
問
い
合
わ
せ
先 

市
民
課
　
国
民
年
金
係 

q
63
―
５
１
１
２ 

各
支
所
市
民
課
　
国
民
年
金
担
当
係 

ま
た
は 

新
潟
西
社
会
保
険
事
務
所 

q
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
０
１ 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル 

q
０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５ 

（
年
金
請
求
な
ど
に
関
す
る
相
談
） 

q
０
５
７
０
―
07
―
１
１
６
５ 

（
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
相
談
） 

※
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
「
年
金
手
帳
」
「
年

金
証
書
」
な
ど
、
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か

る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

注
意
！ 

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
を
装
い
、個

人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
し
た
り
、特
定

の
口
座
に
入
金
を
依
頼
し
た
り
す
る
不

審
な
電
話
が
全
国
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
電
話
に
よ
る
納
付
案
内
」で
、個
人
情

報
を
お
尋
ね
し
た
り
、特
定
の
口
座
に
入

金
を
依
頼
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、類
似
の
不
審
電
話
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

 ②
個
別
訪
問
に
よ
る
納
付
案
内 

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
や
国
民
年
金
推

進
員（
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
）が
身
分
証
明

書
を
携
帯
の
上
、
各
家
庭
を
訪
問
し
納
付
案

内
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
日
だ
け
で
な
く
、
休

日
や
夜
間
に
も
お
伺
し
て
い
ま
す
。 

 注
意
！ 

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
を
装
っ
て
、

保
険
料
を
だ
ま
し
取
る
と
い
っ
た
詐
欺

事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
や
国
民
年

金
推
進
員
は
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て

い
ま
す
の
で
、訪
問
の
際
に
は
身
分
証
明

書
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
社

会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

クリーンエネルギー導入補助制度 市では、環境に優しい設備の導入を 促進するため、補助制度を設けています。 

補助対象設備 補助金算出 市補助金の目安 

低公害車 
（電気自動車またはハイブリット車） 

住宅用太陽熱高度利用設備 
（給湯などに利用するソーラーシステム） 

小規模風力発電設備 
（一般家庭用の設備） 

 

（財）日本自動車研究所 
補助金額の３０％以内 

（財）新エネルギー財団 
補助金額の５０％以内 

設置費の３０％以内 

 

一般的ハイブリット車の場合 
　約６万円 

集熱器６㎡の設備の場合 
　約５万円 

設置費用１００万円の場合 
　３０万円 

 
問い合わせ先　市役所　企画情報課　企画振興係 q63-4152 
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各課からの お 知 ら せ  

自
立
支
援
医
療
制
度
 

 
精神通院医療 

（精神保健福祉法） 
 
 

更生医療 
（身体障害者福祉法） 

 
 

育成医療 
（児童福祉法） 

 

●支給認定の手続きを共通化 
●利用者負担の仕組みを共通化 
●指定医療機関制度の導入 
 
●医療の内容や、支給認定の
実施主体（※）については、現
行どおり 
 

見直し後 
 

現　　行 
 

※精神、育成→都道府県　 
　更　　　生→市町村 
 

平成18年 
４月に 
新体系に 
移行 

ひ
と
り
親
家
庭
の
み
な
さ
ま
へ
 

健

康

大

学

 

 

障
害
者
自
立
支
援
法
情
報
①
 

障
害
に
係
る
公
費
負
担
医
療
が
 

自
立
支
援
医
療
に
変
わ
り
ま
す
 

 

佐
渡
市
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
 

次
の
５
人
の
方
々
が
交
替
さ
れ
ま
し
た
 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
ｉ
ｎ
ｋ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

手
法
を
ヒ
ン
ト
に
、
シ
ン
グ
ル
マ
マ
・
パ
パ
が
抱

え
る
悩
み（
子
育
て
・
就
労
･
人
間
関
係
等
）と
、

そ
の
解
決
方
法
を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。
 

日
時
　
３
月
４
日（
土
）　
午
後
１
時
〜
３
時
 

会
場
　
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
大
会
議
室
 

講
演
　「
明
る
く
楽
し
く
シ
ン
グ
ル
マ
マ
・
パ
パ

ラ
イ
フ
を
お
く
る
コ
ツ
」 

講
師
　
新
川
　
て
る
え
　
さ
ん
 

　（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
ｉ
ｎ
ｋ
　
理
事
長
） 

保
育
　
保
育（
無
料
）を
希
望
さ
れ
る
方（
生

後
６
か
月
以
上
）は
申
し
込
み
時
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
保
育
の
申
し
込
み
は
２
月
24
日

（
金
）ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

※
申
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
先
 

 （
社
）新
潟
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
 

　
　
q
０
２
５
―
２
８
１
―
５
５
４
６
 

　
市
役
所
　
社
会
福
祉
課
　
家
庭
相
談
室
 

　
　
q
63
―
５
１
１
３（
内
線
２
８
０
） 

   

 

（
平
成
18
年
４
月
か
ら
） 

こ
れ
ま
で
の
障
害
に
係
る
公
費
負
担
医
療（
精

神
通
院
医
療
、
更
生
医
療
、
育
成
医
療
）が
、

自
立
支
援
医
療
に
変
わ
り
ま
す
。
 

自
立
支
援
医
療
の
利
用
者
負
担
と
軽
減
措
置

基
本
は
１
割
の
定
率
負
担
で
す
が
、
低
所

得
世
帯
の
方
だ
け
で
な
く
、一
定
の
負
担
能
力

が
あ
っ
て
も
、
継
続
的
に
相
当
額
の
医
療
費
負

担
が
生
じ
る
人
々
、（
高
額
治
療
継
続
者〈
い

わ
ゆ
る「
重
度
か
つ
継
続
」〉）に
も
ひ
と
月
当

た
り
の
負
担
に
上
限
額
を
設
定
す
る
な
ど
の

負
担
軽
減
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
 

世
帯
の
単
位
は
、
住
民
票
上
の
家
族
で
は
な

く
、
同
じ
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族
を

同
一
世
帯
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
同
じ
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
配
偶

者
以
外
で
あ
れ
ば
、
税
制
と
医
療
保
険
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
障
害
者
を
扶
養
し
な
い
こ
と
に

し
た
場
合
は
、
別
の
世
帯
と
み
な
す
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
 

入
院
時
の
食
費（
標
準
負
担
額
相
当
）に
つ

い
て
は
、
入
院
と
通
院
の
公
平
を
図
る
視
点
か

ら
原
則
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

※
精
神
通
院
医
療
を
現
在
利
用
し
て
い
る
方

へ
は
、
自
立
支
援
医
療
の
手
続
き
の
通
知
を

し
、
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
更
生
医

療
を
現
在
利
用
し
て
い
る
方
へ
は
、
今
後
通

知
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
先

（
精
神
通
院
医
療
・
更
生
医
療
） 

市
役
所
　
社
会
福
祉
課
　
障
害
福
祉
係
 

　
　
q
63
―
５
１
１
３
 

（
育
成
医
療
） 

佐
渡
地
域
振
興
局
　
健
康
福
祉
環
境
部
 

地
域
保
健
課
　
q
74
―
３
４
０
７
 

  
日
時
　
３
月
８
日（
水
） 

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
 

会
場
　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡
　
小
ホ
ー
ル
 

講
演
　「
楽
し
く
て
た
め
に
な
る
糖
尿
病
の
話
」 

講
師
　
佐
渡
総
合
病
院
　
百
都
健
副
院
長
 

　
　
　
参
加
無
料
・
申
し
込
み
不
要
 

問
い
合
わ
せ
先
 

　
市
役
所
　
環
境
保
健
課
　
健
康
増
進
係
 

 
 
　
q
63
―
３
１
１
３
 

   新
任
の
方
々

・
南
藤
　
賢
吉
さ
ん
　（
q
26
―
２
０
３
１
） 

　
　
担
当
　
両
津
北
地
区
・
北
小
浦
、
見
立
 

・
石
見
の
り
子
さ
ん
　（
q
75
―
２
５
２
１
） 

　
　
担
当
　
相
川
地
区
・
姫
津
 

・
土
屋
　
昭
一
さ
ん
　（
q
63
―
６
７
９
０
） 

　
　
担
当
　
金
井
地
区
・
水
渡
田
北
、
 

　
　
　
　
　
水
渡
田
南
、
晴
和
　
 

・
寺
野
　
榮
二
さ
ん
　（
q
52
―
４
１
８
８
） 

　
　
担
当
　
佐
和
田
地
区
・
真
光
寺
 

・
江
添
　
岩
雄
さ
ん
　（
q
52
―
３
８
４
６
） 

　
　
担
当
　
佐
和
田
地
区
・
中
組
 

退
任
さ
れ
た
方
々

・
中
村
　
和
代
さ
ん（
両
津
北
地
区
） 

・
石
見
傳
次
郎
さ
ん（
相
川
地
区
） 

福祉 
健康 

ウ
イ
ン
ク
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精
神
保
健
相
談
会
の
お
知
ら
せ
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
ま
す
 

・
土
屋
　
博
子
さ
ん（
金
井
地
区
） 

・
兵
庫
　
政
吉
さ
ん（
佐
和
田
地
区
） 

・
尾
形
　
ト
シ
さ
ん（
佐
和
田
地
区
） 

民
生
委
員
は
、
地
域
住
民
か
ら
社
会
福
祉

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
支
援
を

行
い
ま
す
。
 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
 

心
配
ご
と
や
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 
  

専
門
医（
精
神
科
医
）に
よ
る
精
神
保
健
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。「
眠
れ
な
い
日
が
続
く
」

「
大
声
を
出
す
な
ど
、
行
動
が
お
か
し
い
」「
お

年
寄
り
の
認
知
症（
痴
ほ
う
）の
症
状
や
異
常

行
動
が
み
ら
れ
る
」な
ど
、
心
に
関
す
る
お
悩

み
の
あ
る
方
、
ま
た
そ
の
ご
家
族
が
対
象
で
す
。

相
談
は
無
料
で
す
が
事
前
の
予
約
が
必
要
で

す
。
時
間
の
都
合
で
、
５
人
ほ
ど
で
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
月
３
日（
金
）ま
で
に

電
話
等
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

日
時
　
３
月
８
日（
水
）午
後
２
時
〜
４
時
 

会
場
　
両
津
保
健
セ
ン
タ
ー
 

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

佐
渡
保
健
所
　
q
74
―
３
４
０
７
 

市
役
所
　
社
会
福
祉
課
　
障
害
福
祉
係
 

q
63
―
５
１
１
３
 

  イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
県
内
で
流
行
シ
ー
ズ
ン

に
入
り
ま
し
た
。
例
年
、
１
月
下
旬
か
ら
２
月

に
患
者
数
が
多
く
な
り
ま
す
。
手
洗
い
・
う
が

い
な
ど
を
行
い
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
か

か
っ
た
か
な
と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
 

○
感
染
経
路

患
者
の
せ
き
な
ど
で
空
気
中
に
拡
散
さ
れ

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ

と
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。
 

○
症
状

・
38
℃
以
上
の
発
熱
 

・
頭
痛
・
関
節
痛
・
筋
肉
痛
等
の
全
身
症
状
 

・
せ
き
、の
ど
の
痛
み
　
な
ど
 

特
に
、
小
児
や
高
齢
者
で
は
重
症
化
す
る

こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
 

○
予
防
対
策

・
バ
ラ
ン
ス
良
く
栄
養
を
と
り
、
体
調
を
整
え

て
お
く
。
 

・
う
が
い
、
手
洗
い
の
励
行
。
 

・
で
き
る
だ
け
人
混
み
を
避
け
、
外
出
時
に

は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。
 

・
室
内
で
は
適
度
な
湿
度
を
保
つ
。
 

■
問
い
合
わ
せ
先

佐
渡
保
健
所
　
q
74
―
３
４
０
３
 

  

  １
月
１
日
で
人
権
擁
護
委
員
を
退
職
さ
れ

ま
し
た
武
部
治
雄
さ
ん（
赤
泊
・
旧
赤
泊
村
で

委
嘱
）に
、
同
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
の
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

武
部
さ
ん
は
、
平
成
８
年
11
月
か
ら
、
地
域

の
人
権
擁
護
の
活
動
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
 

そ
の
永
年
の
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

   １
月
１
日
付
け
で
人
権
擁
護
委
員
に
 

松
井
忠
利
さ
ん（
西
三
川
１
６
３
１
番
地
 

q
58
―
２
３
３
１
　
新
任
）が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
 

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
を

擁
護
す
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
身
の
回
り
で
起

き
た
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
等
の
相
談
に
応

じ
ま
す（
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
）。
 

   平
成
18
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
は
、
３

月
１
日（
水
）に
開
会
予
定
で
す
。
会
期
日
程

等
は
、
開
会
日
の
２
日
前
に
内
定
し
ま
す
。
詳

し
く
は
議
会
事
務
局（
q
57
―
８
１
３
３
）ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 

お知 
らせ 

 
 

■ 分水休止期間　３月２２日（水）～３月２７日（月） 
    ※ ３月２０日（月）は、臨時営業します。 
     ※ ３月２８日（火）から、通常通り分水を再開します。 

■ 問い合わせ先 佐渡海洋深層水分水施設　　　q81－2611 
 観光商工課海洋深層水対策室　q66－3111

佐渡海洋深層水分水施設からのお知らせ 
 

人
権
擁
護
委
員
に
松
井
さ
ん
が
 

　
　
　
　
　
　
就
任
さ
れ
ま
し
た
 

 あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

 ―
退
職
人
権
擁
護
委
員
に
対
す
る

　
　
　
　
　
法
務
大
臣
感
謝
状
の
贈
呈

市
議
会
３
月
定
例
会
 

３
月
１
日（
水
）か
ら
始
ま
り
ま
す
 

 

海洋深層水分水施設では、設備の定期点検のため、次の期間、海洋深層水
の分水を休止します。利用者の皆さんには大変ご迷惑をおかけしますが、何
とぞご理解くださいますようお願いします。



各課からの お 知 ら せ  
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　佐渡花の島プロジェクト実行委員会では、佐渡市の花に選定された「大野亀カンゾウの花を守る」ため、花プロ

第一弾として昨年11月13日に大野亀の草刈りを実施しました。そこで自然を守り環境を保全するためには多くの「手」

が必要なことを改めて実感いたしました。 

　ついては、群落を守り育てている地元住民と、島の人々の意識の共有が何よりも大切との認識から、花プロ第二

弾として、地元住民と佐渡市民とのコラボレーションシンポジウムを開催します。 

日時／3月5日（日）13：00～15：00ころ（受付12：00）　場所／はじきのフィールドパーク 
その他／①当日は海洋深層水を提供します。②昼食のご用意はありませんが、会場でご自由に召し上がってください。 
問い合わせ先　佐渡花の島プロジェクト実行委員会　q63-5116 
 

島民と語る「ほっと・ホットなシンポジウム in カンゾウの花・大野亀」 
 

佐
渡
養
護
学
校
 

　
　
第
３
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
 

 

 ■
千
種
西
下
住
宅（
金
井
地
区
）

○
所
在
地
　
千
種
１
３
９
番
地
１
 

○
規
格
　
木
造
２
階
建
て
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
現
在
建
設
中
 

○
募
集
戸
数
　
２
戸（
と
も
に
２
階
） 

○
家
賃
　
月
額
２
万
７
８
０
０
円
〜
６
万
１
０
０
０
円
 

○
駐
車
場
使
用
料
　
月
額
３
０
０
０
円
 

■
瓜
生
屋
第
２
住
宅（
新
穂
地
区
）

○
所
在
地
　
新
穂
瓜
生
屋
２
８
９
番
地
 

○
規
格
　
木
造
２
階
建
て
、
３
Ｄ
Ｋ
、
現
在
建
設
中
 

○
募
集
戸
数
　
２
戸
 

○
家
賃
　
月
額
２
万
７
７
０
０
円
〜
６
万
９
０
０
円
 

■
瓜
生
屋
第
１
住
宅（
新
穂
地
区
）

○
所
在
地
　
新
穂
瓜
生
屋
２
８
３
番
地
２
 

○
規
格
　
木
造
２
階
建
て
、
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
11

年
度
建
設
 

○
募
集
戸
数
　
１
戸
 

○
家
賃
　
月
額
２
万
５
５
０
０
円
〜
４
万
２
２
０
０
円
 

■
小
熊
住
宅（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
、赤
泊
地

区
）

○
所
在
地
　
徳
和
６
４
７
番
地
１
 

○
規
格
　
木
造
２
階
建
て
、
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
現
在

建
設
中
 

○
募
集
戸
数
　
６
戸
 

○
家
賃
　
月
額
３
万
３
０
０
０
円
 

○
駐
車
場
使
用
料
　
月
額
１
５
０
０
円
 

お知 
らせ 

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
 

◎
申
し
込
み
方
法
　
そ
れ
ぞ
れ
の
申
込
先
へ
申

請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◎
申
込
期
限
　
３
月
３
日（
金
）午
後
５
時
 

◎
入
居
可
能
日
　
４
月
１
日
 

入
居
に
際
し
て
は
、
保
証
人
と
敷
金（
家
賃

の
３
か
月
分
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
千
種
西
下
住
宅
…
 

　
　
市
役
所
　
建
設
課
 
建
築
住
宅
係
 

　
　
　
q
63
―
５
１
１
８
 

　
瓜
生
屋
第
２
、
瓜
生
屋
第
１
住
宅
…
 

　
　
新
穂
支
所
 
産
業
建
設
課
 
建
設
係
 

　
　
　
q
22
―
３
１
１
１
 

　
小
熊
住
宅
…
 

　
　
赤
泊
支
所
 
産
業
建
設
課
 
建
設
係
 

　
　
　
q
87
―
３
１
１
１
 

    日
時
　
２
月
17
日（
金
） 

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
40
分
 

内
容
　
授
業
参
観
 

　
　
　
学
校
紹
介
ビ
デ
オ
放
映
 

　
　
　
地
域
の
声
を
聞
く
会
 

　
　
　
作
業
製
品
販
売
、
作
品
展
示
　
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
先

　
佐
渡
養
護
学
校
　
q
22
―
２
１
３
８
 

◎
申
し
込
み
方
法
　
そ
れ
ぞ
れ
の
申
込
先
へ

申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

 入
居
資
格
 

・
千
種
西
下
、
瓜
生
屋
第
２
、
瓜
生
屋
第

１
住
宅
は
①
、
②
、
③
、
⑤
に
該
当
す
る

こ
と
 

・
小
熊
住
宅（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）は
①
、

④
に
該
当
す
る
こ
と
 

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
か
、

住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、
公
租
公

課（
市
税
等
）を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
 

②
同
居
す
る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
い
る

こ
と
 

③
収
入（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）の
月
額
が
20
万
円（
高

齢
者
世
帯
、
障
害
者
が
い
る
世
帯
、
小

学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
等

は
26
万
８
０
０
０
円
）を
超
え
な
い
こ
と
 

④
収
入（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）の
月
額
が
20
万
円
以

上
60
万
１
０
０
０
円
以
下
で
、
自
ら
居

住
す
る
た
め
に
住
宅
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と（
中
堅
所
得
者
層
が
対
象
） 

⑤
現
に
住
居
に
困
っ
て
い
る
こ
と
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出演：福田直樹（ピアノ・チェンバロ） 
　ウィーンにおける数々のコンサートで絶賛され、
ＮＨＫ教育テレビ『ピアノでモーツァルトを』、NHK
大河ドラマ『花の乱』テーマ曲演奏など国内外で
活躍しているピアニスト福田直樹のコンサートです。 

ピアノ・チェンバロ コンサート 
 3月4日（土）午後２：００開演（午後１：３０開場） 
 

会場／アミューズメント佐渡　小ホール　 
入場無料／（整理券は発行しません。） 
演奏予定曲目：ムソルグスキー「展覧会の絵」（原画の映写あり。）ほか 
主催／佐渡市教育委員会　アミューズメント佐渡（q52－2001） 
 

入
場
無
料
 

民話の里あかどまり『春の定期公演』 

創作民話劇『人魚の涙』 
◎日　時／３月５日(日) ２回公演 
                 ① 午後３時００分～ ② 午後６時００分～ 
◎場　所／赤泊総合文化会館 ３階 
                （赤泊港佐渡汽船のりばすぐそば） 
◎入場料／ 無　料 
◎主　催／赤泊演劇研究会 
民話の里として活動を続けている赤泊から、今回は羽茂
地区に伝わる人魚の物語を民話劇にアレンジ。是非お楽
しみください。 
 

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
に
紹
介
で
き
る
 

空
き
家
住
宅
を
募
集
し
て
い
ま
す
 

  
 佐

渡
地
域
に
お
け
る
農
林
水
産
業
お
よ
び

農
山
漁
村
の
活
性
化
を
総
合
的
に
推
進
す
る

た
め
、
農
林
漁
業
者
や
関
係
機
関
・
団
体
な
ど

が
一
堂
に
会
し
、
環
境
保
全
を
重
視
す
る
農
林

水
産
業
の
方
向
や
こ
れ
ら
の
担
い
手
育
成
な

ど
に
つ
い
て
学
び
、
今
後
の
生
産
活
動
等
に
生

か
し
ま
す
。
 

日
時
　
３
月
11
日（
土
） 

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
 

会
場
　
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

参
集
者
　
農
林
漁
業
者
、
関
係
機
関
・
団
体

職
員（
５
０
０
名
） 

事
例
発
表
　「
私（
た
ち
）の
農
林
漁
業
活
動
」 

 
 
 
 （
農
業
部
門
、
林
業
部
門
、
漁
業
部
門
） 

講
演
　「
森
と
海
を
つ
な
ぐ
も
の
」 

講
師
　
Ｃ
.
Ｗ
.
ニ
コ
ル
氏
 

※
閉
会
後
、
佐
渡
地
域
振
興
局
主
催
の「
木
と

竹
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」表
彰
式
を
行

い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
先

　
佐
渡
地
域
振
興
局
　
農
林
水
産
振
興
部
 

　
農
業
企
画
課
　
q
63
―
３
１
８
５
 

    

   最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装
っ
て
、「
お

金
を
貸
し
ま
す
」と
い
っ
た
内
容
の
偽
者
Ｄ
Ｍ

（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
）・
携
帯
メ
ー
ル
等
を
送

り
つ
け
て
、
保
証
金
や
保
険
金
名
目
で
お
金
を

だ
ま
し
取
る
新
手
の
手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を「
貸
し
ま
す
詐
欺
」

と
い
い
ま
す
。
 

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
 

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
 

「
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
心
構
え
三
か
条
」

①
■
取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突
然
送

ら
れ
て
く
る
、「
お
金
貸
し
ま
す
」と
の
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル（
Ｄ
Ｍ
）・
携
帯
メ
ー
ル

等
に
注
意
。（
低
金
利
で
、
し
か
も
高
額
を

貸
し
付
け
る
か
の
よ
う
な
広
告
に
注
意
） 

②
■
融
資
を
す
る
前
に
、
様
々
な
口
実
で
お
金

を
振
り
込
ま
そ
う
と
す
る
手
口
に
注
意
。

（
保
証
料
、
保
険
料
な
ど
の
名
目
で
必
ず
お

金
を
要
求
し
て
き
ま
す
） 

③
■「
貸
し
ま
す
詐
欺
」か
も
し
れ
な
い
と
感

じ
た
ら
、
送
金
の
前
に
次
に
問
い
合
わ
せ
。
 

　「
貸
し
ま
す
詐
欺
」被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
 

　
q
０
３
―
５
３
２
０
―
４
７
７
５
 

　
　（
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
） 

　
平
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
、
 

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
 

※
夜
間
・
休
日
は
、
留
守
番
電
話
の「
受
付
ダ

イ
ヤ
ル
」に
な
り
ま
す
。
 

    近
年
、
急
激
な
過
疎
化
に
伴
い
、
島
内
各
地

に
空
き
家
が
点
在
し
て
お
り
、
地
域
の
活
力
が

失
わ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
定
住
対
策
の
一
環
と
し

て
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
に
紹
介
で
き
る
空

き
家
物
件
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
、
入

居
希
望
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。
 

    現
在
、
市
内
に
居
住
可
能
な
空
き
家
住
宅

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
で
、
佐
渡
に
暮
ら
し
た

い
方
に
貸
し
て
も
よ
い
と
考
え
て
い
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
資
料
を
お
送
り
し
ま

す
。
 

問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
　
企
画
情
報
課
　
企
画
振
興
係
　

　
　
q
63
―
4
1
5
2
 

  

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い
 

 

第
４
回
佐
渡
農
林
水
産
業
振
興
大
会
 

登
録
空
き
家
件
数
／
18
件（
１
月
27
日
現
在
） 

入
居
成
立
延
べ
件
数（
平
成
15
年
〜
）

／
定
住
５
件
、
短
期
滞
在
１
件
 

 地
域
の
活
力
を
取
り
戻
そ
う
 


